
く す の 木 タ イ ム 学 習 指 導 案
2019年６月７日（金）学習指導Ⅱ （５の２教室）３年２組 指導者

Ⅰ 単 元 オープン！ときめき竹細工工房

Ⅱ 考 察

１ 教材観

(1) 育成を目指す資質・能力の三つの柱

①知識及び技能 ②思考力，判断力，表現力等

竹細工やその文化，竹細工を守り広めよう 竹細工やその文化，竹細工を守り広めようとす

とする人々の特徴・よさ，それらを得るの る人々の特徴・よさ等を関連付けながら課題を

に必要な技能 見いだし，解決方法を導き実践する力

③学びに向かう力，人間性等

竹細工や竹細工を守り広めようとする人々と関わることへの意欲や自信

を高めながら，自ら探究する態度

(2) 学習内容

・探究課題 竹細工の文化と竹細工を守り広めようとする人々

・その具体 人 ：竹細工を作り続ける地域の方や竹材店の方等の竹細工を守り広めようとする人々

もの：繊細で柔らかく，丈夫な竹細工

こと：養蚕等の発展やまちの近代化と共に変化してきた竹細工文化

(3) 単元の価値

本単元は，子どもたちが自ら竹細工を作り，竹細工を守り広めようとする人々と関わる中で，竹細

工の魅力に気付き，そのよさを発信する学習である。その価値は以下のとおりである。

竹細工とは，竹の繊維を生かして，細かく割った竹ひごを組んだり編んだりした竹製品である。

前橋市では，養蚕業の振興に伴い，養蚕の道具としての竹細工が発展し，それらの道具を作製す

る竹細工職人が活躍していた。しかし，養蚕業の衰退や，プラスチック製品が台頭したこと等に

伴い，前橋市の竹細工職人は減少していった。その中で竹のもつ温かみや手触り，均一な美しさ

といった竹細工の魅力を再考し竹細工を守り広めようとする活動が始まり，竹細工は人々の生活

用品としての道具から人々の心を和ませる生活を豊かにする製品へと移り変わってきている。

竹細工には，生活空間に温かみや和の落ち着いた雰囲気を生み出すよさがある。また，竹細工

は編み方や竹の皮と身の組合せ方,竹ひごの間隔等を工夫することで，見た目や質感，しなやか

さや丈夫さ等を変化させられる特徴がある。そのため,子どもたちは，自分の作りたいものを好

きな見た目や質感等で作ることができ，こだわりをもつようになる。そして，竹細工によって，

子どもたちは，作ったものに対して，その場の雰囲気とともに愛着をもつことが期待できる。

竹細工を作り，その魅力を地域へ広めることは，地域の歴史や自然，竹細工を守り広めようと

する人々の思い等，竹細工に関わる特徴・よさを多様な角度から得ることになる。そして，竹細

工の設計図の検討では，編み方や竹の皮と身の組合せ方,竹ひごの間隔等，複数の要素から考え

る必要があるため，よりよい竹細工に向けて，分析的に見いだした要素を組み合わせながら，よ



りよい解決方法を導く力を高めることにつながる。そして，竹細工を作り，その魅力を広める中

で直面する一人では解決が難しい問題は，他者と協働して取り組む必要性を生む。さらにその成

果を他者と分かち合うことは，学級や地域の一員としての自信をもつことにつながる。

これらの探究を通して子どもたちは，こだわりをもってものづくりをすることに楽しさを見い

だすとともに，竹の温かみや味わいを実感しながら自分の生活を豊かにする物があることに気付

き，大切にすることについての概念的な理解をし，自己の生き方を見つめ，広げていく。

(4) 今後の学習

竹細工作りといった自分の思いで関わるこの学習は，４年「目指せ！幸せ届ける笑学生」において，

人を笑わせて楽しませるという，自分の思いに加えて相手の思いや気持ち，立場を汲み取りながら人

と関わる学習へと発展していく。

２ 児童の実態及び指導方針

子どもたちは２年生活科「手作りおもちゃであそぼう」において，身近な物である輪ゴムで動くお

もちゃの作り方と遊び方の工夫をして友達と楽しく遊ぶ学習に取り組んできた。この学習の中で明ら

かになった子どもたちの実態及び本単元を進めるにあたっての指導方針は，次のとおりである。

① 輪ゴムで動くおもちゃを作ったり，作り変えたりした経験を基に，輪ゴムで動くおもちゃやそれ

を用いた遊びの特徴・よさを得られるようになってきている。このような子どもたちが竹細工の特

徴・よさを得られるように，作ることに加えて地域の職人の方と関わる機会を繰り返し設定する。

輪ゴムで動くおもちゃの作り方や，遊び方の工夫について，友達と自分の工夫を必要に応じて見

比べたり相談したりできるようになってきている。このような子どもたちが，竹細工の特徴・よさ

について比較・分類する際に，改善策を導くＰＭＮを使えるように，それらを用いる機会と用いた

よさを振り返る機会を繰り返し設定する。

② おもちゃの動きを根拠に作り方を導けるようになった。このような子どもたちが，竹細工にかか

わる複数の特徴・よさを根拠に改善策を導けるように，問題を解決した状態の具体図と自分たちの

作製した竹細工の特徴・よさとを比較し，改善策を導く機会を繰り返し設定する。

③ 輪ゴムで動くおもちゃを作り，友達と楽しく遊ぼうとする意欲や自信をもてるようになってきて

いる。このような子どもたちが，竹細工文化にかかわる課題の解決へと意欲と自信をもてるように，

学習材やそれぞれの解決方法の自己決定・集団決定をする機会を繰り返し設定する。

Ⅲ 目標及び評価規準

Ⅳ 指導計画 ※Ⅲ・Ⅳについては，指導と評価の計画参照

Ⅴ 本時の学習（15／70時間目）

１ ねらい 作った竹細工の感想（よかった点(Ｐ)ともっとよくしたい点(Ｍ)）を基にした改善策

（Ｎ）を班で話し合うことを通して，竹ひごの太さや長さ，皮や身のバランス等，多様な

角度から自分たちの作りたい竹細工の改善策を導く。

２ 準 備 課題を解決した状態の具体図 ＰＭＮシート 対話を支える心構え

３ 展 開



作った竹細工の改善策の根拠を複数記

述したり発言したりしている。

＜学習プリント・発言②＞

学習活動と子どもの意識 指導上の留意点

１ 本時のめあてをつかむ。 ○作製した竹細工の出来具合について友達と

・Ｐ「竹ひごのまっすぐな筋が見える」からいい の認識のずれを感じられるように，班で作

と思うけれど，友達のＭ「水への強さ」「竹ひ 製した竹細工の感想を読み合うよう促す。

ごの間隔の広さ」を読むと，水に負けない石け ○他の班の感想を生かして改善策を導くとい

ん置きが作れるように解決策を考えたいな。 う見通しをもてるように，班で感想を読ん

・他の班の友達からも感想をもらって友達と改善 で思ったことと本時取り組むべきことを問

策を話し合って決めたいな。 いかける。

めあて「自分たちが作製した竹細工の感想を伝え合い，納得できる改善策を見付けよう」

２ 他の班からの感想をもらい，整理する。 〇自分たちで作製した竹細工の様々な特徴・

・他の班からの感想にも，Ｍに「竹ひごの間隔の よさを得られるように，視点「よくできた

広さ」「水への強さ」があるな。間隔を狭くし 点（Ｐ）」と「もっとよくしたい点（Ｍ）」

たり，水に強くしたりするなど，いろいろなＭ に沿って前時で感想を書いた付箋紙を相手

を解決する改善策を話し合いたいな。 の班からもらうよう促す。

３ 班で竹細工の改善策（Ｎ）を話し合う。 ○竹細工の改善策を導く手掛かりを得られる

ように，「対話を支える心構え」を提示し，

「よくできた点（Ｐ）」と「もっとよくし

たい点（Ｍ）」「改善策（Ｎ）」のＰＭＮシ

ートに，相手の班と自分の班の付箋紙を貼

るように促す。

・ぼくは，竹ひごの皮のみで作るのがいいと思う 〇話し合っているＮとその根拠となるＰやＭ

よ。だって竹の皮は水をはじくから，Ｍ「水へ のつながりが明確になるように，課題を解

の強さ」が改善できそうだからね。 決した状態の具体図を提示し，班で話し合

・でも，竹ひごを皮のみにすると，Ｐ「竹のまっ っているＮとＭやＰとを線で結ぶように促

すぐな筋が見える」が分からなくなるし，皮は す。

堅くて，編んだときに竹の隙間が広がってしま 〇両立できない複数のＮがあった際には，Ｎ

うから，Ｍ「竹ひごの間隔の広さ」が改善でき の序列化を図れるように，課題を解決した

ないな。 状態の具体図に照らして，優先順位を話し

・友達が言うように，竹のまっすぐな筋が分から 合うよう促す。

なくなるけど，石けん置きとして水に強い方が

いいな。皮のみの竹ひごで作っても，細くすれ

ば，細かく編めるから，Ｍ「竹ひごの間隔の広

さ」が改善できそうだな。

４ 本時の学習を振り返る。 〇今後の追究への意欲を高められるように，

・みんなで納得のいく改善策を話し合えてよかっ 導いたＮと今後の取組についての発言や，

たな。ＰとＭを基にして考えられたからかな。 よりよい竹細工を作りたいという思いを取

次はもっとよい石けん置きが作りたいな。 り上げて称賛する。

評価項目



【参考資料】

＜課題を解決した状態の具体図＞

＜対話を支える心構え＞



指導と評価の計画（全７０時間）

目標 竹を加工して竹細工を作ったり，竹細工文化に関わる人々の思いを聞いたりし，それらを発信することを通して，こだわりをもってものづくりをすることに楽しさを見いだす
とともに，竹の温かみや味わいを実感しながら，自分の生活を豊かにする物を大切にする必要性があることの概念的な理解をし，自己の生き方を見つめ，広げる。

評価 (①知 識 及 び 技 能)竹細工文化やそれにかかわる人々の特徴・よさを理解している。
規準 竹細工文化やそれにかかわる人々の特徴・よさの比較・分類をする思考ツールを使うことができたり，他者の考えを把握しその考えを解決方法に生かした

りしている。
(②思考力，判断力，表現力等)竹細工文化やそれにかかわる人々についての課題を設定し，それらについて調べ，調べたことや他者の発言等を根拠として解決方法を導き，実践している。
(③主体的に学習に取り組む態度)竹細工文化やそれにかかわる人々への関心を高め，取組への思いや自信をもち，生活を豊かにする物への自己の考え方の変化を感じている。

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞

で １ ○学級目標や過年度の先輩たちの取組やくすの木タイムの ○過年度の先輩たちの取組から探究のよさを想像できるように， ◇過年度の先輩の取組を基に，「おもしろそ
あ 手引きを基に，関わる人・もの・ことを選択する視点に 過年度のくすの木タイムでの具体的な活動とその時の成果が分 うなもの」「地域のことが分かる」といっ
う ついて話し合う。 かる振り返りシートや写真を提示する。 た関わりたい人・もの・ことを選択する視

点を記述したり，発言したりしている。
＜学習プリント・発言③＞

３ ○関わる人・もの・ことの候補を挙げ，選択する方法を話 ○竹箸や竹コップ，竹細工などの中から関わる人・もの・ことを ◇視点「おもしろそうなもの」「地域のこと
し合ったり，それらについて試しの竹加工体験で情報収 自分なりに選択し，おもしろそうだなという思いをもてるよう が分かる」に沿って関わりたい人・もの・
集したりする。 に，それぞれの竹製品を試しに作る機会を設定する。 ことについて自分なりに決めた理由を記述

している ＜学習プリント②＞

２ ○竹の加工方法について情報収集したことを整理し，竹 ○竹箸や竹コップ，竹細工等の竹製品の中から関わる人・もの ◇「おもしろそうなもの」や「地域のこと
箸や竹コップ，竹細工等の竹製品の中から関わる人・ ・ことを選択した際のそれぞれの特徴・よさを比較できるよ が分かる」の視点で，関わる人・もの・
もの・ことにしたいものとその理由を話し合い決める。 うに，関わる人・もの・ことを選択する視点と，メリット・ ことを決めた理由を発言したり記述した
学習のめあて：竹のよさが分かるものを作って広め デメリットのシートの用意をする。 りしている。 ＜学習プリント②＞

る竹細工工房を開こう

か １ ○美しさや実用的な竹細工と身の周りのプラスチック用品 ○人の役に立つものを作りたいという思いをもち，これからの ◇今までの学習を基に，これから取り組み
か を見比べ，気付きや疑問を話し合い，課題をつかむ。 活動に見通しをもてるように，試しの竹加工体験や竹の専門 たいことを記述したり発言したりしてい
わ 課題：見た目の美しや使いやすさのある竹細工を作る 家から聞いたことを振り返る「意外だったこと」の視点を提 る｡ ＜学習プリント・発言②＞
る にはどうしたらよいのだろうか。 示する。

３ ○学校生活で役立つ竹細工作りに向けた計画を立て，作り ○見た目の美しさや使いやすさのある竹細工を作れた状態を具体 ◇竹細工の特徴・よさを複数，記述したり
たい物が似ている友達同士で班を作り，作り方を調べる。 的に想定できるように，竹細工の特徴・よさを整理する「評価 発言したりしている。

する人」と「評価してもらう方法」の視点を提示する。 ＜学習プリント・発言①＞

２ ○班で作る竹細工の設計図を書き，竹を加工して，竹細 〇作る物に合わせて設計図を考えられるように，専門家の話を整 ◇作った竹細工について，「丈夫さ」や「竹
工作りをする。 理した資料の提示と，専門家の作った竹細工の用意をする。 らしさ」等の複数の視点から記述してい

る。 ＜学習プリント②＞

２ ○作った竹細工を，他の班に見てもらい，他の班の感想を ○自他の考えた竹細工のよさと問題点を基に設計図を見直すこと ◇作った竹細工の改善策の根拠を複数記述し
基に改善策を班で話し合う。（本時２／２） ができるように，課題を解決した状態の具体図と他の班からの たり発言したりしている。

感想を整理するＰＭＮのシートの用意をする。 ＜学習プリント・発言②＞



７ ○改善策を基に，再度竹細工を作る。 ○竹の模様や柔らかさ等の特徴・よさを生かせるように，ものづ ◇作った竹細工について，「丈夫さ」や「き
くりの進み具合を記録する視点として「竹らしさ」を提示する。 れいさ」等の複数の視点から記述してい

よう る。 ＜学習プリント②＞

２ 〇作った竹細工を，他の班と見せ合い，助言を伝え合う。 〇作った竹細工について，前回見直した視点以外の視点からも自 ◇作った竹細工のよさと問題点について，
分なりに，よさや問題点を見付けられるように，課題を解決し 「丈夫さ」や「きれいさ」等の複数の視
た状態の具体図とＰＭＮのシートの用意をする。 点から記述している。＜学習プリント②＞

３ 〇作った竹細工を調整し，仕上げをする。 〇自分たちで見直した視点で竹細工を作り直せるように，課題を ◇自分たちが考えた改善策を基に，竹細工を
解決した状態の具体図とＰＭＮのシートを見返す機会を設定す 作り直している。 ＜作製物①＞
る。

２ 〇できあがったものについての校内の児童や専門家の方 ○今までの追究の成果を実感できるように，作ったものとそれ ◇校内の児童や専門家からの感想を基に，
の評価を基に今までの活動の成果を振り返る。 を紹介したものを見てもらった校内の児童や専門家からの感 これまでの追究の成果を記述している。

想を聞く機会を設定する。 ＜学習プリント③＞

５ ○自分たちの竹細工への評価を基に，気付いたことや疑 〇竹細工の特徴やよさを発信する目的と相手を明確にできるよう ◇今までの学習を基に，市民の方に竹細工の
問を話し合い，課題をつかむ。 に，まちなかの竹細工を扱う店の見学を振り返る，「意外だっ 特徴・よさを伝えたいという思いを記述し
課題：地域の方に竹細工のよさをもっと知ってもらう たこと」の視点を提示する。○養蚕・製糸・織物の特徴・よ ている。 ＜学習プリント①＞

には，どうしたらよいだろうか さを伝えたいという思いをもてるに，専門家から聞いた前橋 今までの学習を基に，養蚕・製糸・織物

４ ○竹細工の特徴・よさの発信方法を，図書資料やWebサイ ○竹細工の特徴・よさの発信方法について自分の考えをもてる ◇竹細工の特徴・よさの発信方法を記述し
トで調べる。 ように，発信方法に関係する図書資料コーナーやWebサイトリ ている｡ ＜学習プリント①＞

ストを用意する。

３ ○課題の解決に向けて，竹細工の特徴・よさを発信する ○課題の解決方法の妥当性を把握し，追究への見通しをもてるよ ◇根拠を明確にして，よりよい発信方法に
ための学習計画を立てる。 うに，竹細工の特徴・よさの発信方法を序列化するピラミッ ついて，記述したり発言したりしている｡

ドチャートの枠を用意する。ように，養蚕・製糸・織物の特 ＜学習プリント・発言②＞

４ 〇竹細工の特徴・よさを広めるための方法として，「初市 ○発信方法の特徴・よさを整理しながら比較できるように，課題 ◇「竹細工の魅力が分かる」の具体図をもと
に出店」と「竹ミュージアム」等の候補を挙げ，話合い を解決した状態の具体図とマトリクスの用意をする。 に，発信方法について発言したり，記述し
を基に決める たりしている。＜学習プリント・発言②＞

２０ 〇資料にまとめる内容を分担して詳しく調べ，「竹ミュー ○発表内容やそれに適した方法を決められるように，「竹の特徴」， ◇発表内容に適した絵や図，写真，グラフ
ジアム」を作り，発信する。 「竹細工の歴史」，「身近な竹製品」，「竹細工の歴史と前橋市」 モデルを用いて発表資料を作っている。

等の視点や実際の博物館の展示の様子を示した写真を用意する。 ＜制作物①＞

２ ○「竹ミュージアム」の来館者の感想を集計し，「竹ミュ ○来館者の感想を基に課題の解決状況を評価できるように，課題 ◇来館者の感想を基に，これまでの追究の
ージアム」の成果を話し合う。 を解決した状態の具体図と感想を集計するシートを用意する。 成果を記述している｡ ＜学習プリント③＞

・ま ４ ○「竹ミュージアム」の来館者の感想を基に，実社会へ ○竹細工の捉えの変容や生活を豊かにする物のよさを実感でき ◇高まった生活を豊かにする物への思いと
いと 貢献することと探究的に学習すること及び今までの取 るように，単元始めの竹細工や，前橋市への思いを記述した学 自らの成長について記述している。
かめ 組の成果をまとめ，単元全体の学びの価値を話し合う。 習プリントと掲示物の用意をする。○養蚕・製糸・織物の地 ＜学習プリント③＞
する 域文化についての捉えの変容や ◇高まった養蚕・製糸・織物の地域文化や

※下線は，主な自己決定や集団決定をする内容
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